
令和７年度第３回碧南市文化財保護審議会次第 

 

             日 時 令和８年３月２４日（火）午後１時３０分から 

             場 所 碧南市藤井達吉現代美術館 地下１階 多目的室Ｂ 

 

１ あいさつ 

 

２ 報告事項 

 (1) 令和７年度事業報告について（資料１） 

 

３ 協議事項 

 (1) 令和８年度文化財展（案）について（資料２） 

 

 (2) 令和８年度文化財防火デー行事（案）について（資料３） 

 

４ その他連絡事項 



資料１ 

令和７年度事業報告 

 

１ 文化財保護審議会運営事業 

 (1) 定例会：３回開催 

   第１回 令和７年６月３日（火） 

       令和７年度事業計画（案）、令和７年度文化財展について等 

   第２回 令和７年１０月２１日（火） 

       歴史系企画展終了報告、貞照院経蔵保存修理工事の進捗状況報告、

鉄眼版一切経の一部盗難報告、文化財展の進捗状況協議、文化財防

火デー行事、視察研修（案）等 

   第３回 令和８年３月２４日（火） 

       令和７年度事業報告、令和８年度文化財展（案）等について 

 (2) 臨時会：なし 

 (3) 委員視察研修 令和８年２月１３日（金） 名古屋城（名古屋市中区） 

   西の丸御蔵城宝館施設見学、同館特別展「名古屋城本丸御殿の障壁画」観覧 

 

２ 市史資料調査事業 

 (1) 市史資料等の収集、整理、調査 

 (2) 市史資料等に関連する啓発事業 

  ア 市史資料収蔵品展の開催 

   (ｱ) テーマ 戦争と碧南 

          ～子どもたち（未来）へ伝えたいこと～ 

   (ｲ) 期 間 令和７年８月５日（火）～８月３１日 

        （日） ２４日間 観覧無料 

   (ｳ) 会 場 文化会館 

   (ｴ) 内 容 戦後８０年を機に、『碧南市戦没者顕彰 

史』の内容を分析し、市などが所蔵する戦 

時資料から、市の戦没者の全容を紹介した。 市史資料収蔵品展 

  イ 碧南市史料第７５集「押え瓦―西三河南西部における糸車の重し」発刊 

  ウ 碧南市史料別巻１４「隣り合って生きる 油ヶ淵を囲む村々の三百年」発刊 
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  エ 古
こ

文
もん

書
じょ

入門講座の実施 

   (ｱ) 実施日 令和７年９月１８日、１０月２日・１６日・３０日（木） 

   (ｲ) 場 所 藤井達吉現代美術館 

   (ｳ) 内 容 版元蔦屋重三郎の版本の仮名文字や大浜に関する古文書などを

解読した。 

   (ｴ) 参加者 １３名 

  オ 出前講座等講師派遣 

   (ｱ) 第６９回港湾都市協議会総会講演「衣浦港と碧南市 紡いだ歴史」 

     令和７年７月２４日（金） 於碧南市芸術文化ホール 豆田係長 

   (ｲ) 出前講座「碧南の歴史を学ぶ ～近世・近代の新川地区～」 

     令和７年９月６日（土） 於大浜まちかどサロン 豆田係長 

   (ｳ) 西端高齢者教室「西端のかたち ～油ヶ淵の成立と新田開発の歴史～」 

     令和７年９月１０日（水） 於西端公民館 伊豫田調査員 

   (ｴ) 無我苑講座「碧南の歴史を学ぶ ～近世・近代の西端地区～」 

     令和８年１月２３日（金） 於哲学たいけん村無我苑 豆田係長 

  カ 広報へきなん「碧南の歴史へのいざない」の連載（偶数月号） 

 

３ 文化財調査事業 

  市内文化財の愛護思想を普及啓発し、その理解と協力を得るため、文化財展、

文化財防火デー行事等を行った。 

 (1) 文化財の調査・研究 

  ア 歴史的建造物調査 

   (ｱ) 実施日 令和７年９月１７日（水）・１８日（木） 

   (ｲ) 場 所 貞照院（霞浦町） 

   (ｳ) 内 容 実測、写真撮影、調書作成等 

 (2) 文化財の保護に対する啓発事業 

  ア 文化財展の開催 

   (ｱ) テーマ 碧南が築いた学び舎 

         ～地域が育てた碧南高校 100 年のあゆみ～ 

   (ｲ) 期 間 令和８年２月７日（土)～３月５日（木） 
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         ２３日間 観覧無料 

   (ｳ) 会 場 文化会館 

   (ｴ) 内 容 令和８年で創立から１００周年を迎える 

        県立碧南高等学校。その誕生から現代に至 

        る歴史を、文書や写真資料で紹介した。 

  イ 文化財防火デー行事 

   (ｱ) 開催日 令和８年１月１４日（水）          文化財展   

   (ｲ) 場 所 （神有）天満社（神有町） 

   (ｳ) 内 容 出火想定による消火訓練（通報・重要物件搬出）、消火等の訓 

        練 

   (ｴ) 参加者 １５名 

 (3) 市指定文化財の件数（令和８年１月３１日現在） 

 

 

 

 

    その他碧南市内文化財件数 

    国指定重要文化財４件、県指定有形文化財６件、国登録有形文化財２件 

 

４ 指定文化財保存事業 

指定文化財の保存のため、その維持管理、啓発及び伝統文化の継承に努める

団体等に補助を行った。 

補助対象事業 補助額 補助対象事業 補助額 

称名寺文化財警報装

置 
192,456 円 霞浦神社ケヤキの保存 133,650 円 

貞照院経蔵の修理 10,000,000 円 
絹本著色釈迦三尊像（重

要文化財）の修理 
320,418 円 

チャラボコ保存活動 200,000 円 
大浜中区からくり・囃

子・三番叟伝統活動 
90,000 円 

鶴ヶ崎区囃子・三番

叟伝統活動 
90,000 円   

 

種 別 件 数 種 別 件 数 

有形文化財 ３９ 有形民俗文化財  ８ 

記念物  ２ 無形民俗文化財  ３ 

 合  計 ５２ 
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歴史系企画展 

５ 施設維持管理事業 

大浜の歴史、文化を活用したまちづくりを進めるため整備した大浜陣屋広場、

旧大浜警察署の維持管理を行った。 

 

 

 

 

 

 

         大浜陣屋広場            旧大浜警察署      

 

６ 歴史系企画展開催事業 

 (1) テーマ 永井直勝没後 400 年 長田・永井一族 

 (2) 期 間 令和７年５月２４日（土）～７月６日 

      （日） ３８日間 

 (3) 会 場 藤井達吉現代美術館 

 (4) 主 催 市・市教育委員会・藤井達吉現代美術館 

 (5) 協 力 市文化財保護審議会 

 (6) 観覧料 一般５００円 高大生４００円 中学生     歴史系企画展 

以下無料 

 (7) 内 容 碧南出身の戦国武将・大名である永井直勝（1563-1625）の没後 

      400 年を記念し、直勝を生んだ三河大浜（現碧南市）の長田家の足跡 

      と、直勝以降江戸幕府を支えた永井家の一族の活躍を紹介した。 

 (8) 観覧者数 ３，４５０人 

        （有料１，０３７人／無料２，４１３人、1 日平均９０．７人） 

 (9) 関連行事 

  ア 記念講演会「戦国織豊期における大浜の神官武家長田氏の動向」 

   (ｱ) 期日 令和７年６月７日（土） 

   (ｲ) 講師 村岡幹生氏（中京大学名誉教授） 

   (ｳ) 聴講者 ７１人 
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  イ 長田・永井サミット 

   (ｱ) 期日 令和７年６月２２日（日） 

   (ｲ) 報告者・パネラー 

     佐藤友理氏（岐阜市歴史博物館学芸員）、千田康治氏（高槻市立しろあ

と歴史館長）、山下登氏（郷土史家）、豆田誠路（市文化財課） 

   (ｳ) 聴講者 １００人 

  ウ ワークショップ「検証！昔の碧南の地形」 

   (ｱ) 期日 令和７年６月２９日（日） 

   (ｲ) 講師 藤井達吉現代美術館 教育普及担当 

   (ｳ) 参加者 ２１人 

  エ 学芸員によるギャラリートーク（期間中７回開催） 参加者 計１８４人 



 

資料２ 

   協議事項(1) 令和８年度文化財展（案）について 

 

１ 会期 令和８年８月１日（土）～８月３０日（日） 

２ 会場 碧南市文化会館 １階 展示室１ 

     （展示室２で市史資料収蔵品展「スポーツと碧南」（仮題）を同時開催予定） 

３ 企画案 

 (1) テーマ 加藤まさみが見た昭和のへきなん（仮題） 

 (2) 趣 旨 加藤正巳氏（1932-2017）の原画（市秘書課等が所蔵）を紹介し、描かれ

た内容に沿った市史資料を併せて展示することで、昭和の碧南の歴史を再構

築する。 

 (3) 出品候補資料 

  ア 加藤正巳氏の原画２４点（額装 53.1×64.1cm、市所蔵） 

   (ｱ) 「加藤正巳 昔の碧南９景」 

    ①伏見屋付近     ⑥大浜海岸 

    ②鷲塚から神有、二本木方面を見る  ⑦新須磨海水浴場 

    ③碧南高校     ⑧新明石海水浴場 

    ④棚尾町の花街    ⑨玉津浦海水浴場 

    ⑤応仁寺・油ガ渕 

   (ｲ) 「新川地区１５景」（仮題） 

    ①松江    ⑨いたち地蔵まつり 

    ②羽久手グランド   ⑩永楽町 

    ③新川駅    ⑪新川銀座商店街 

    ④あん湖（貯木場） 新川河口 ⑫懐かしの新盛座 

    ⑤新川キネマ通 料亭丸仙  ⑬衣浦温泉 

    ⑥高取道    ⑭浜劇 

    ⑦鶴州楼    ⑮碧南音頭 

    ⑧新川キネマ 

  イ 原画の内容に関連した市史資料（写真データ）や現在の写真等 

 (4) 参考資料 加藤正巳氏について 



 

        （広報へきなん ２０１７年２月１日号碧南一家連載５０年特集） 

 (5) 展示イメージ 

 〈例１〉「応仁寺・油ガ渕」（(ｱ)⑤） 

 

 

 

 

 〈例１〉「応仁寺・油ガ渕」 

 

 

 

 

 

 

 原画 

 

 

       画像（『西端小学校百年誌』1973 年） 

 

 〈例２〉「玉津浦海水浴場」（(ｱ)⑨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

原画                    画像（市史資料） 
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加藤まさみが見た昭和のへきなん（仮題）
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パ
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机（チラシ等）

Ⅰ加藤正巳「昔の碧南９景」
と

第
１

章

第2章 Ⅱ加藤正巳「昔の新川１５景」
（仮）と

昭和のへきなん

原図に関連する写真（市史資料）や

現在の写真等を配置

加
藤

ま
さ

み

氏

加藤まさみさんと

広報へきなんとの関わり



│
こ
の
た
び
は
連
載
50
周
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
役
連
載
中
の
漫
画
と

し
て
は
日
本
一
と
い
う
記
録
に
つ
い
て
、

率
直
な
気
持
ち
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
一
で
す
か
。
今
聞
い
て
初
め
て
知

り
ま
し
た
（笑）
。
つ
い
先
日
、
長
い
こ
と
や

っ
て
き
た
な
と
振
り
返
っ
て
み
て
、
節
目

の
50
年
が
近
い
と
気
付
き
ま
し
た
か
ら
ね
。

│
50
年
と
い
う
記
録
は
目
標
で
は
な
く
、

結
果
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

夢
中
で
描
き
続
け
て
き
ま
し
た
か
ら
ね
。

こ
れ
だ
け
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
皆
さ
ん

の
応
援
や
家
族
の
支
え
あ
っ
て
で
す
か
ら
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

│
漫
画
家
に
な
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

生
ま
れ
は
一
色
町
（
現
西
尾
市
）
で
す

が
、
小
中
高
校
時
代
は
碧
南
市
で
過
ご
し

ま
し
た
。
昔
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好
き
で
、

漫
画
「
の
ら
く
ろ
」
「
冒
険
ダ
ン
吉
」
な

ど
を
読
ん
で
育
ち
ま
し
た
。
碧
南
高
校
で

は
美
術
部
と
新
聞
部
を
兼
部
し
た
り
し
て
、

卒
業
後
は
碧
南
市
内
の
印
刷
会
社
で
デ
ザ

イ
ン
の
仕
事
を
し
て
ま
し
た
ね
。
そ
ん
な

と
き
、
当
時
の
市
役
所
の
秘
書
課
長
さ
ん

か
ら
四
こ
ま
を
描
い
て
ほ
し
い
と
直
接
依

頼
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

│
直
接
で
す
か
。
そ
れ
は
ど
う
い
っ
た

縁
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

僕
が
碧
南
高
校
に
い
た
こ
ろ
、
そ
の
秘

書
課
長
さ
ん
は
碧
南
高
校
の
教
員
を
し
て

み
え
た
ん
で
す
。
僕
が
新
聞
部
で
、
紙
面

に
挿
絵
や
四
こ
ま
を
載
せ
て
い
た
の
を
知

っ
て
い
て
、
声
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

卒
業
後
も
働
き
な
が
ら
も
漫
画
の
こ
と

ば
か
り
考
え
て
い
て
、
雑
誌
社
が
主
催
す

る
一
こ
ま
漫
画
の
公
募
企
画
に
応
募
し
た

り
と
、
絵
を
描
き
続
け
て
い
ま
し
た
。
何

度
か
入
賞
し
て
、
描
く
こ
と
が
面
白
く
な

っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

│
最
初
は
碧
南
一
家
で
は
な
か
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
が
。

は
じ
め
は
「
ホ
ー
プ
さ
ん
」
と
い
う
四

こ
ま
を
約
１
年
、
次
に
「
碧
く
ん
と
南
さ

ん
」
を
２
年
く
ら
い
で
計
３
年
く
ら
い
連

載
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
一
旦
、
ほ
か
の
漫

画
家
に
代
わ
っ
て
「
碧
南
一
家
」
の
連
載

が
始
ま
っ
た
ん
で
す
が
、
３
〜
４
年
し
た

こ
ろ
に
そ
の
人
が
音
信
不
通
に
な
っ
ち
ゃ

っ
た
ん
で
す
。
市
役
所
の
職
員
さ
ん
が
困

り
な
が
ら
僕
に
電
話
を
か
け
て
き
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。

碧
南
一
家
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
ち
ょ

っ
と
個
人
的
に
思
う
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
ん

で
す
が
（笑）
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
浸
透
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
、
タ
イ
ト
ル
そ
の
ま

ま
で
僕
が
代
役
を
つ
と
め
、
50
年
間
続
き

ま
し
た
ね
。

●
現
役
連
載
日
本
一

●
縁
か
ら
続
い
た
碧
南
一
家

△入賞した自身の作品を指差す加藤先生

△加藤先生に代わって第１回目の碧南一家（昭和42年２月１日号）

特 集 碧南一家連載50年記念特集

み
ど
り

3

碧
南
一
家
は
現
在
、
毎
月
１
日
号
に
掲

載
し
て
い
る
パ
パ
、
マ
マ
、
ボ
ク
の
３
人

家
族
の
日
常
が
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
描
か

れ
る
４
こ
ま
漫
画
で
す
。

昭
和
42
年
２
月
１
日
号
か
ら
加
藤
先
生

が
「
碧
南
一
家
」
を
担
当
し
て
以
降
、
広

報
へ
き
な
ん
は
月
１
〜
３
回
発
行
と
変
遷

し
、
掲
載
頻
度
も
月
１
、
２
回
と
切
り
替

わ
っ
て
き
ま
し
た
（
現
在
は
月
２
回
発
行
、

月
１
回
掲
載
）
。
総
掲
載
回
数
は
今
号
を

も
っ
て
947
回
に
上
り
ま
す
。

「
広
報
紙
に
は
政
治
や
宗
教
、
下
ネ
タ
は

本
紙
に
て
連
載
中
の
四
こ
ま
漫
画
「
碧
南
一
家
」
が
、
今
号
で
51
年
目
を
迎
え
ま
す
。

連
載
50
年
と
い
う
記
録
は
、
現
在
日
本
で
連
載
中
の
漫
画
の
な
か
で
最
長
記
録
（
連
載

終
了
作
品
を
含
め
る
と
３
位
）
と
な
り
、
ま
さ
し
く
偉
業
で
す
。

節
目
を
迎
え
た
こ
の
機
会
に
、
碧
南
市
が
誇
る
漫
画
家
・
加
藤
ま
さ
み
（
本
名
・
正
巳
、

85
歳
）
先
生
に
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

載
せ
ら
れ
な
い
か
ら
ね
。
そ
こ
で
オ
チ
を

考
え
る
の
が
難
し
い
で
す
よ
」
と
語
る
加

藤
先
生
。
制
約
の
も
と
、
碧
南
市
や
社
会

に
関
わ
る
題
材
を
取
り
上
げ
、
描
き
続
け

て
き
ま
し
た
。

あ
る
時
期
に
は
、
市
側
か
ら
３
月
の
題

材
は
確
定
申
告
に
つ
い
て
描
い
て
ほ
し
い

と
依
頼
が
あ
り
、
そ
の
状
況
が
５
年
ほ
ど

続
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
「
最
後
の

ほ
う
は
ネ
タ
が
全
く
浮
か
ば
な
か
っ
た
で

す
。
振
り
返
る
と
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は

そ
れ
か
な
」
と
苦
笑
い
。
そ
れ
で
も
50
年

間
、
一
度
も
締
切
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
原

稿
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※色字は連載中の作品です。

加藤先生の幼少期からの愛読書「のらくろ」の連載記録を
超え、現在も記録を更新し続けています。

長寿漫画年表（敬称略）

現
役
連
載
記
録
日
本
一

加
藤
ま
さ
み
先
生
と
と
も
に

50
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す

碧
南
一
家
連
載
50
年
記
念
特
集

─ 特 集 ─
祝

●
碧
南
一
家
に
つ
い
て

52年４か月
（昭和37年６月～
平成26年９月）

57年11か月
（昭和31年10月～
平成26年８月）

50年０か月
（昭和６年１月～
55年12月）

50年１か月
（昭和42年２月～）

順位 タイトル（作者） 年数

碧南一家
（加藤まさみ）

１

のらくろ
（田河水泡）

小さな恋のものがた
り
（みつはしちかこ）

仙人部落
（小島功）

タンマ君
（東海林さだお）

49年２か月
（昭和43年１月～）

超人ロック
（聖悠紀）

49年５か月
（昭和42年10月～）

３

少年倶楽部
ほか

週刊文春

２

少年キング
ほか

掲載誌

週刊アサヒ
芸能

美しい十代
ほか

広報へきな
ん

６

５

４

48年４か月
（昭和43年11月）７ ビッグコミ

ック
ゴルゴ１３
（さいとう・たかを）
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H
E
K
IN
A
N
  IK
K
A

│
今
後
も
碧
南
一
家
を
続
け
て
い
た
だ

け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

碧
南
市
に
は
ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
か
ら
ね
。
健
康
で
い
ら
れ
る
う
ち

は
続
け
た
い
で
す
。
昔
に
比
べ
て
握
力
が

な
く
な
っ
て
き
て
、
描
く
線
の
力
強
さ
が

な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
で
も
碧
南
一
家

の
執
筆
は
生
活
の
一
部
で
す
か
ら
、
も
う

や
め
て
く
れ
と
言
わ
れ
な
い
限
り
は
（笑）
。

│
節
目
を
迎
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
目
標

は
あ
り
ま
す
か
。

日
本
最
長
記
録
は
あ
と
８
年
で
す
か（
２

ペ
ー
ジ
参
照
）
。
そ
の
こ
ろ
は
僕
は
93
歳

だ
か
ら
ね
、
あ
と
１
年
く
ら
い
な
ら
何
と

か
な
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
ど
う
だ
ろ

う
ね
。
記
録
よ
り
も
ま
ず
は
こ
の
50
年
を

１
冊
に
ま
と
め
た
い
で
す
ね
。
今
は
そ
れ

が
目
標
で
す
。

│
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

加
藤
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
今
後
に
つ
い
て

１番のお気に入りだと話す平成12年10月１日号の
掲載作品。市内に移住した外国人の子どもたちがお
祭りでチャラボコをたたくという内容です。「少子
化問題とチャラボコという三河の伝統芸能の国際化
のつながりをうまく表せたと思う」と加藤先生。

△平成24年11月１日号の４こま目
※市ホームページ（http://www.city.hekinan.aich
i.jp/hisyojohoka/kouho/manga/manga.htm）で平成
13年以降の掲載作品を公開しています。

オチがないことがオチ
そんなときもありました

特 集 碧南一家連載50年記念特集

5

│
色
ん
な
漫
画
を
読
ん
で
こ
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
先
生
の
作
風
に
影
響

を
与
え
た
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

あ
り
ま
す
よ
。
僕
が
一
番
勉
強
に
な
っ

た
の
は
「
フ
ク
ち
ゃ
ん
」
ね
、
横
山
隆
一

さ
ん
の
。
あ
と
「
サ
ザ
エ
さ
ん
」
、
こ
の

２
つ
が
僕
の
原
点
で
す
。
サ
ザ
エ
さ
ん
の

作
者
は
長
谷
川
町
子
さ
ん
と
い
う
女
性
で

す
か
ら
、
男
性
に
は
な
い
目
線
で
描
か
れ

て
い
る
ん
で
す
よ
。
家
庭
の
な
か
に
あ
る

こ
と
と
か
、
男
の
僕
で
は
気
づ
か
な
い
よ

う
な
切
り
口
で
色
ん
な
ネ
タ
を
盛
り
込
ん

で
く
る
。
い
ろ
ん
な
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
ま

し
た
。

今
は
ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
る
劇
画
も
の
が

主
流
で
、
四
こ
ま
漫
画
は
減
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
ク
ス
ッ
と
笑
え
る

四
こ
ま
を
僕
は
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
「
笑
い
が
な
け
れ
ば
漫
画
じ
ゃ
な
い
」

が
持
論
で
す
。

漫画の題材は社会で話題になっていることなどの
時事ネタを基本としているため、テレビや新聞から
得られる情報に常に敏感でありたいと加藤先生は語
ります。何時間も机で考えても構想が思い浮かばず、
苦しむこともあります。そんなときは執筆をいった
んやめ、日常のなかでふとアイデアが浮かんだとき
にいつでも記録できるよう、メモを常備しています。

●
作
風
の
ル
ー
ツ

△愛読書「フクちゃん」

碧南一家以外にも、
市に関する色んな
イラストを描いて
きたんだね

衣浦温泉ね
懐かしいわ

漫画家はアイデアが命
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資料３ 

令和８年度文化財防火デー行事実施要項（案） 

 

１ 期日  令和９年１月２６日（火） 午後１時４０分から（消火訓練は２時から） 

２ 場所  西端地区の社寺（予定） 

３ 内容 

 (1) 消防用設備等点検（午後１時４０分から午後２時まで） 

[衣浦東部広域連合碧南消防署員、立会：会場関係者] 

    消防用設備等の点検及び文化財管理状況を確認する。 

 (2) 消火訓練（午後２時から午後２時４０分まで） 

    [衣浦東部広域連合碧南消防署員、会場関係者・地区住民] 

    出火想定による消火訓練 

（通報、重要物件搬出、消防車出動、放水・消火等の訓練） 

４ 日程（進行の具合により、予定時間が多少前後することがあります。） 

 (1) 消防用設備等点検 

   １３：４０   消防用設備等点検（衣浦東部広域連合碧南消防署）【簡易】 

   １３：５０   点検結果報告  （同上） 

 (2) 消火訓練 

   １４：００   あいさつ（碧南市教育長）、消火訓練の説明 

１１９番通報、重要物件（市準備）持ち出し（会場関係者） 

   １４：１５   消防隊による消火（放水）（衣浦東部広域連合碧南消防署） 

   １４：２５   消火器による消火訓練（衣浦東部広域連合碧南消防署、参加者） 

   １４：３５   講評（衣浦東部広域連合碧南消防署） 

           あいさつ（碧南市文化財保護審議会会長） 

５ 参加予定者 

 (1) 会場関係者・地区住民 

 (2) 衣浦東部広域連合碧南消防署職員 

 (3) 碧南市文化財保護審議会委員 

 (4) 碧南市教育長・教育部長、文化財課職員 



文化財防火デー行事実施場所一覧

年度 地区 防火訓練 文化財調査 実施日 地区名 開催回数

平成元年度 新川地区 山神社 西端地区 7

平成２年度 大浜地区 称名寺 新川地区 7

平成３年度 棚尾地区 妙福寺 中央地区 2

平成４年度 旭地区 池端蓮成寺 旭地区 7

平成５年度 西端地区 応仁寺 大浜地区 8

平成６年度 新川地区 山神社 棚尾地区 7

平成７年度 大浜地区 海徳寺 計 38

平成８年度 棚尾地区 妙福寺

平成９年度 旭地区 遍照院

平成１０年度 西端地区 応仁寺

平成１１年度 新川地区 山神社

平成１２年度 大浜地区 熊野神社（上の宮）

平成１３年度 棚尾地区 妙福寺 中区稲荷社

平成１４年度 旭地区 池端蓮成寺 鷲塚天満神社 H15.1.24

平成１５年度 旭地区 貞照院 伏見屋稲荷神社 H16.1.23

平成１６年度 西端地区 康順寺 同左 H17.1.26

平成１７年度 新川地区 白山社（久沓） 同左 H18.1.26

平成１８年度 大浜地区 大浜稲荷社 同左 H19.1.26

平成１９年度 棚尾地区 八柱神社 同左 H20.1.25

平成２０年度 大浜地区 稲荷神社（前浜） 平等寺（前浜） H21.1.23

平成２１年度 西端地区 栄願寺 同左 H22.1.26

平成２２年度 新川地区 専興寺

専興寺、秋葉社

（松江町）、稲荷

社（松江町）

H23.1.26

平成２３年度 大浜地区 大浜熊野大神社 妻薬師堂 H24.1.26

平成２４年度 棚尾地区 安専寺 同左 H25.1.14

平成２５年度 旭地区 貞照院 同左 H26.1.23

平成２６年度 中央地区 法城寺 同左 H27.1.27

平成２７年度 西端地区 八劔神社 同左 H28.1.27

平成２８年度 新川地区 精界寺 同左 H29.1.24

平成２９年度 大浜地区 林泉寺 同左 H30.1.26

平成３０年度 棚尾地区 光輪寺 同左 H31.1.24

令和元年度 旭地区 川端蓮成寺 同左 R2.1.22

令和２年度 中央地区 中山神明社 （中止） R3.1.26

令和３年度 西端地区 応仁寺 同左 R4.1.19

令和４年度 新川地区 浅間社 なし R5.1.20

令和５年度 大浜地区 平等寺 なし R6.1.24

令和６年度 棚尾地区 妙福寺 なし R7.1.16

令和７年度 旭地区 神有天満社 なし R8.1.14

令和８年度 西端地区 R9.1.26




